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大学生の読解力向上について

難波俊樹



⾃⼰紹介

難波俊樹
・日本語リーディングリテラシー研究会 研究員
・東京女子学園中・高教員 （国語科）
・東京富士大学 非常勤講師



大学でも読解力育成の必要性がある？



⼀部の教員から⾒た学⽣の現状 （n＝3）

学力が低い

意欲・関心が低い

理解力が低い

質問と解答の不整合

まじめなのにね…

テキスト、配布資料
→読めていますか？

テストの問題文
→読めていますか？

講義内容
→わかっていますか？



２０２１年度の試⾏錯誤
「プロジェクトマネジメント」の時間
理解度が低い？
修正 →本務校（女子校）の高２を意識した語り口

→理解度は上がった

→アンケートの結果
“やや進度が速い” “やや難しい”

→大学生で退化？



⼤学教員の現状
多忙な業務

求められる高度な専門性と業績

実務家教員の増加

PBLなどアクティブ・ラーニングへの対応

大学教員の質の低下

→読解力を向上させる“プロ”は現場にいない！



JLRTの評価項目

知識
情報
データ読取
論理
文脈
内容把握

読み解くための知識があるか？

書いてあるままの情報が取り出せるか？

図表からデータが取り出せるか？

記述をもとに一般的な推論ができるか？

直接記述されていないことが理解できるか？

内容を概括的に把握できるか？

読み解くためには何が必要か？



読解⼒向上でお悩み解決

テキスト・講義の内容が理解できる！？

“わからない率”の改善で意欲向上
ドロップアウト率改善

より理解が深まることで改善
能力向上・就活・ゼミ運営



読解⼒育成の試案〜初年次における読解指導

アカデミックスキル・一般常識としての読解力

・読解のストラテジーの学習
・弱点の補強
・そもそも文章に慣れること
・知識と知識を結びつける経験

全学で取り組む

JLRT＋α



読解⼒育成の試案〜読解指導を中⼼にした学修

学内プロジェクトの立ち上げ（私的でも可）

前提：大学教員は読解指導のプロではなく
特定領域の専門家である。

活動：①inputの比重を増やした初年次教育
②JLRTの活用
③初年次教育以外の教員に読解指導を意識させる
④専門教育の教員に意識させる



読解⼒育成の試案〜読解指導を中⼼にした学修

学内プロジェクトの立ち上げ（私的でも可）

学修：テキストがしっかり読めるようになる。
講義内のメッセージが理解できるようになる。

就活：企業のメッセージが理解できるようになる。
自らのESの文章を評価できるようになる。

社会人力・生きる力の向上



ご清聴ありがとうございました。



国語だけで閉じないで考えませんか？



情報〜規準①“読み取り”

「古くは」…「和語」のこと

これを
「除いて」



情報〜規準②“読み取り”＋“判断”

“土曜の午前
中に決定”に
とらわれた



他教科を考える〜算数・数学

１０を３で割った余りはいくつですか？

３で10を割った余りはいくつですか？

正答率

大

正答率

小

10÷３は“じゅうわるさん”と読みます。

どちらの正答率が
高いでしょうか？



はじめに〜私の危機感
算数教育から考えると、“読解力”が問題

文系大学生の数学教育から考えても“読解力”が問題

中学、高校で何を学んだのか？

仮説：国語は学んでも“読解力”は育成されていない？

“読解力”、特に情報の読み取りに危機意識



他教科を考える〜算数・数学

１０００円で販売したとき３０％の利益が出るように…

売価１０００円には３０％の利益が含まれています…
正答率

大

正答率

小 文章題の誤答は、計算ミスよりも読解ミスが多い。

どちらの正答率が
高いでしょうか？



読解力、向上させませんか？



読解⼒育成の試案

個別の状況と切り離された本テストによる測定

国語内における読解指導

各教科における読解を意識した指導（カリマネ）



読解⼒育成の試案〜各教科での意識

人は既有の知識と関連付けて読解している

・言葉を意識した発問
～国語以外でも言葉を大事にさせる意識付け

・「語彙」「語彙の定義」の意識
～語彙の豊富さ、正確さが読解につながる

・言い換えさせる意義
～わかった“つもり”では言い換えは困難



ご清聴ありがとうございました。



ご清聴ありがとうございました。


